
【態度目標】取り組む、しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】設定に応じて円の接線を求めることができるようになろう

□円の接線の方程式
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　円    上の点   におけるこの円の接線の方程式を求めてみよう。

　は座標軸上にないとする。

　　このとき，  ，  である。

　右の図で，直線の傾きは 


である。

　接線はに垂直であるから，の傾きは 


である。

　よって，の方程式は　　　   



  

　分母を払って，整理すると　　　     



　点   は円周上にあるから　　 





　よって，求める接線の方程式は，次のようになる。

　　　　　　　　　　　      　……①

　が軸上にあるとき，接線の方程式は

　　　　　  　または　  

　が軸上にあるとき，接線の方程式は

　　　　　  　または　  

　ゆえに，が座標軸上にある場合の接線の方程式も①で表される。

　円の接線

　　円    上の点   における

　　この円の接線の方程式は

　　　　　　　　　　　　　　     

     を

    として

片方の文字に

接点の座標 ○□ を代入すると

○ □   となる

円に接するための必要十分条件は

１点を通り，半径に垂直

１点を通り中心との距離が半径に等しい

直線と円の共有点が１点のみ

弦と直線のなす角が、その角内にある弧の

　　円周角に等しい

方べきの定理   が成り立つ

　したがって，次のことが成り立つ。

例１２）円    上の点  における

　　　　　接線の方程式は

　　　　　　　（  ）

　　　　　　　　　  

　　すなわち　　　　　　　
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                    

        
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一般に，点   を通り，

直線に平行な直線，

垂直な直線は，それぞれ次の方程式で表される。

　平行　      ，

　垂直　      

         
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　円外の点から円に引いた接線の方程式を求めてみよう。

応用例題４）点   から円    に引いた接線の方程式と接点の座標を求めよ。


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教科書は接点を

    としている

　　　考え方…接点を   とする。円    上のにおける接線が，

　　　点   を通るように，，の値を定める。

　接点を   とする　と，は円上にあるから円の方程式に代入すると

　　　　　　    　……①

　　　また，における円の接線の方程式は公式より

　　　　　　　……②

　　　で，この直線が点   を通るから②に代入すると

　　　　　　　……③

　　　①，③からを消去して整理する。

　　　　　　③より　 ……④

　　　　　　これを①に代入すると

　　　　　　 
     

　　　　　　    

　　　　　　  

　　　　で割って

　　　　　　  

　　　　　    

　　　これを解くと　　，

　　　④に代入して　のとき，　のとき

　　　よって，接線の方程式②と接点の座標は，次のようになる。

　　　　　　　接線，接点  

　　　　　　　接線，接点   
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他の解き方も考えてみよう
         

  

 

応用例題４）点   から円    に引いた接線の方程式と接点の座標を求めよ。

　　　考え方…接線の傾きをとおき，点を通る直線は　  となる。


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
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
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傾きを文字でおいた場合

求められないのであらかじめ確認しておく

　　　　　　　　　この直線が円と接する場合を考えよう

　点を通る直線は明らかに接線ではないので

　　　　接線の傾きをとする　と，点を通る直線は　  より

　　　　　　  　……①

　　　①と    からを消去して整理すると

　　　　   
     

　　　　    
     

　　　　         

　　　　    
    …

①をとして

点と直線の距離の公式を用いて

 

  
 

として求めてもよい

　　　この方程式の判別式をとすると

　　　　

 

    
  

   

　　　　　　      
       

　　　　　　  

　　　接するとき，であるから　  

　　　　　　  

　　　　　　    

　　　　　∴　 



　　　のとき　直線①は　

　　　　これを    に代入して　   
   より　  

の重解の公式に

の値を代入して求めてもよい

　　　　これを解いて　これをに代入して

　　　　よって接点の座標は　   

　　　 

のとき　直線①は 






　

　　　　これを    に代入して　  


 







より　  

解けなくもないが、やや煩雑になってしまったり

が接線にならないことを確認したり

しなくてはいけない

　　　　これを解いて　これを 





に代入して

　　　　よって接点の座標は　   
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【解法】

○公式利用

○接線⊥半径

○中心と接線の距離＝半径

○接線重解

○円の接線の方程式に関する取り扱いについて

　①原点中心・円上の点が与えられたとき

　②原点中心・円外の点が与えられたとき

　③原点以外中心円上の点が与えられたとき

　④原点以外中心円外の点が与えられたとき

   

     

  


  

  




     

 
    

     

 
    

      
その他（傾きが指定されたときなど）も含めて，

そのときの最適手段を選択できるようにしておこう

4STEP数学Ⅱ 問題１９９）【③原点以外中心円上の点が与えられたとき】

　円    上の点   における接線の方程式を求めよ。

【青チャート数学Ⅱ例題１００類題】

【接線⊥半径】　円の方程式を変形すると　　 
    

   

　円の中心   と点   を通る直線の傾きは　　  

 






　求める接線は，この直線に垂直で，点   を通るから，その方程式は　　 
  

　よって　　

　【（平行移動と）公式利用】　円の方程式を変形すると　　 
    

   　……①

　円①を，中心   が原点   にくるように平行移動すると

　　　　　円    　……②　になる。

　この平行移動により，円①上の点   は点  に移る。

　点  における円②の接線の方程式は　　　　……③

　求める接線は，③を軸方向に，軸方向にだけ平行移動したもので，その方程式は

　　　　　    

　すなわち　　

　【公式利用】　円 
    

     上の点   における接線の方程式は

　　　           

　であるから　円の方程式を変形すると　 
    

   

　よって，接線の方程式は　　        

　よって　　
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4STEP数学Ⅱ 問題２００）【④原点以外中心円外の点が与えられたとき】

次の円の接線の方程式と，その接点の座標を求めよ。

　円    の接線で，原点を通るもの

　    より

　 
     

　∴ 
     

　接点を    とすると円上の点であるから

　 
 


   

　また接線の公式より

　        ②

　②は原点を通るので

　       

　　  

　　よって　  





　①に代入すると　

　 

  

　 
 




なので

　　  









よって接点は



 




であるから

 






を②に代入すると

　


    





　    

　∴ 




【青チャート数学Ⅱ例題１０１類題】

　直線は与えられた円の接線ではない。

　よって，求める接線の方程式は

　　　　　　……①

　とおける。

　①を円の方程式に代入して

　　　　　　　   
  

　整理すると　　
   　……②

　このの次方程式の判別式をとすると

　　　 

 

  
    

　直線①が円に接するから，が成り立つ。

　よって　  　　ゆえに　　　 


　　 

のとき

　　接線の方程式は　　 




　　接点の座標は，②の重解であるから

　　　　　　　　　　　 

 





　　接点の座標は　　 









　　よって，接点の座標は　　 






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



 




を②に代入すると

　


    





　    

　∴ 




　，から

　　接線 


のとき

　　　　接点 







　　接線 


のとき

　　　　接点


 





　　 

のとき

　　接線の方程式は　　 




　　接点の座標は，②の重解であるから

　　　　　　　　　　　 

 





　　接点の座標は　　 










　　よって，接点の座標は　　


 



　，から

　　接線 


のとき　　接点 







　　接線 


のとき　接点


 




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